


阿蘇の草原について

草原を守ってきた方法

草原が減る原因
放牧の減少野焼き担い手不足生活様式の変化

阿蘇草原再生
プロジェクトとは

こんな活動をしています

ビジュアルに込められた
草原のストーリー

阿蘇草原の危機

渡辺明日香さんへの
インタビューなど
続きはWEBへ

草原を守るために、

私たちにもできることは

たくさんあります。

阿蘇に来て観光を楽しむこと。

あか牛料理を堪能すること。

募金をすること。

ボランティアに参加すること。

草原について知ること。

どんな形でもいい、

まずは関わることから始めてみましょう。

この先の未来、

10 年後、30 年後、50 年後、

阿蘇の草原が今と変わらず

その姿を見せてくれているかどうかは

今の私たちに託されています。

企業コラボ募集中
阿蘇草原再生プロジェクトでは、コラボして商品開発をしてくださる企業様を募集中です

詳細のストーリー
購入はこちら

［お問い合わせ］
阿蘇草原再生プロジェクト事務局（ASO&Co.内）
TEL：���-���-����　E-mail：info@asoandco.com

その美しい姿で私たちを魅了する阿蘇の草原は、千年以
上前から存在したと言われています。本来、四季があり、
降水量も多い日本の気候では、草木は樹木へと育ち、あっ
という間に森林となります。自然の力だけで草原が維持
されることはありません。人々が生業をまもるために野
焼き、放牧や採草を行い、その結果、草原が維持されて来
ました。つまり、人と自然が手を取り合い、育んできた場
所が阿蘇の草原なのです。

草原を守るために、私たちにもできることはたくさんあ
ります。まずは草原が抱える課題をたくさんの人に知っ
てもらうこと、興味を持ってもらうこと。草原への関わり
方をもっとライトに。その「きっかけ」づくりをすること
が私たちの使命です。

プロジェクトを象徴するメインビジュアルを手掛けたの
は、日本を代表するロックフェス【FUJI ROCK 
FESTIVAL】のアートディレクションを長年手がける渡辺
明日香さん。実際に阿蘇を訪れていただき、感じたこと、
学んだこと、阿蘇の草原の一年の循環をテーマに、ビジュ
アルに表現していただきました。

キービジュアルを使用し、企業とのコラボ商品開発も
行っています。売り上げの一部が草原保全活動に寄付さ
れる仕組みです。その第二弾として、TOMOKO SAITO 
AROMATIQUE STUDIOの協力のもと、懐の深い土地の力
強さと人々の共生をイメージした阿蘇の香り「SO-GEN 
ASO」を開発。阿蘇・カルデラの特別な土地の力強さと穏
やかさ、そして草原に息づく生命の営みを、香りで表現し
ていただきました。

［香りについて］
活火山である阿蘇山中岳の力強さと現世と過去、来世をつないでいる印象など
から、「地」のイメージをつくるため、阿蘇山の溶岩と阿蘇の水を使い、植物の蒸
留を行いました。熊本県の県木であるクスノキや、草原の草を刈って作られた干
し草をキーにフランキンセンス、ベチバー、パチュリなどのどっしりと動じない土
のイメージを持つ香りをベースノートに加えています。その土地があり、その上で
軽やかに動く草原の生命力を小国杉やパイン、プチグレンなどのグリーン調の香
りと、繋いでいく＝繁栄を意味する柑橘を組み合わせることで表現しています。

かつて、草原は家を作り、家畜を養い、農業の堆肥と
なる貴重な資源でした。しかし、農業の機械化や化
学肥料の普及、茅葺き屋根の減少など、農業形態や
生活様式の変化に伴い、資源としての草原の必要性
は希薄になってきました。さらに、過疎と高齢化に
よる野焼きの担い手不足により、阿蘇の草原は、消
滅の危機にさらされています。

2016年の熊本県の調査において、野焼きや
輪地切りといった草原の維持活動を「10年
以上継続可能」と答えた牧野組合は、面積比
で約4割に留まっています。現メンバーでは
維持できるが、次の世代では難しいという見
通しを持つ牧野組合が少なくありません。30
年後を見据えると、非常に厳しい状況が予測
されます。

草原保全につながる
コラボ商品企画

草原を活用したイベントの企画プロジェクトサイトの制作・運営

ボランティア・寄付を
増やすためのPR活動

野焼き放牧採草

オリジナル商品開発

大地と水と草原から
生まれた阿蘇の香り

SO-GEN ASO
ブレンドオイル
アロマチップ/アロマミスト

過去100年で
草原面積は
半分以下に。

阿蘇の草原を
守るために
今日から
できること。楽しむ

買う

ボランティア

知る

食べる

募金する

コラボ第二弾

わたしたちは草原が大好きだ。


